
 

「首都圏住民の地域コミュニティに係る意識と行動の全体動向の把握～Webアンケー

ト～（国土交通省）（平成17年度実施）」より抜粋 
 
 
調査対象 首都圏在住の 20 歳以上の男女約 2,000 人対象、回答者数 2,017 人） 

 
 
◆現在地域活動に参加している人の参加のきっかけ（ｎ＝1,009 人） 
 

 １ 地域の慣習で               41.8% 

 ２ 生活に充実感や達成感を得たいと思って   17.4% 

 ３ 地域に貢献したくて            14.9% 

 ４ 地域の情報を得たくて             14.0% 

 ５ 近所の人に誘われて              14.0% 

 ６ 地域に仲間や友達が欲しくて          11.7% 

 ７ 自分の能力や個性を伸ばしたいと思って     10.4% 

 ８ いろいろな年代の人と関わりたくて       10.1% 

 ９ 家族や友人に誘われて             7.0% 

10 高齢期の生きがいづくりのため         6.7% 
11 その他のきっかけ               9.6% 

 
 
 
◆現在地域活動に参加していない人の「参加しない」理由（ｎ＝1,008 人） 
 

 １ 参加しても活動する時間が取れない             42.7% 

 ２ 活動内容、参加方法がよくわからない            35.1% 

 ３ 関心がもてない、活動に魅力がない             25.1% 

 ４ 役員などの責任が負担である                15.6% 

 ５ メンバーが固定化していて馴染みにくい、敷居が高い   14.5% 

 ６ 他人と関わりたくないので                 11.3% 

 ７ 自分がやらなくても誰かがやってくれる            6.7% 

 ８ 活動費用が負担である                    6.3% 

 ９ 活動しても地域が良くなるわけではない            3.0% 

10 家族の理解が得られない                   0.3% 
11 その他                          10.1% 

 
参加していない人の参加を促進するためには、①活動内容や参加方法などに関する情報提供を

きめ細かく行うこと、②多様な参加形態の選択肢を用意して参加し易くすること、③現在参加し

ていない人にとっても「参加してみたい」と思える魅力ある地域活動の内容にすることなどが求

められていることがうかがえる。 
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◆地域での活動にさらに参加しやすくするために必要なもの（ｎ＝2,017） 

 

 １ 会員にならなくても、活動メンバーとして参加できるようにする 38.6% 

 ２ 活動の曜日や時間を参加しやすいように設定する        37.9% 

 ３ インターネット上での参加など、多様な参加方法を用意する   34.6% 

 ４ いったん加入するとしがらみ
．．．．

でなかなかやめられないなど、閉鎖 

   的な雰囲気をなくす                     31.6% 

 ５ 活動内容がマンネリ化しないようにする            23.4% 

 ６ 成果や貢献が具体的に見える活動をする            23.4% 

 ７ 活動内容や役割を選べるようにする              22.5% 

 ８ 地域内のいろいろな住民組織が連携して、いっしょに取り組める 

   活動をする                         20.9% 

 ９ 参加した人が何らかのメリットを得られるようにする      20.5% 

 10 役員を任期制にする                      9.0% 

 11 その他                            2.1% 

 
地域活動への参加を今後一層促進するためには、多様なライフスタイルに対応した参加しやす

い仕組みづくり、開放的な組織づくりに努めることが求められていることがうかがえる。 

 
 
 
◆住民が地域での活動にさらに参加しやすくするために、特に行政に期待すること（ｎ＝2,017） 

 

 １ 活動の様子をもっと住民が知ることができるようＰＲする    49.7% 

 ２ 行政と共同で行う取り組みを増やす              32.6% 

 ３ 活動について相談できる窓口を設置する            29.5% 

 ４ 活動で困っていることを解決してくれる専門家などを紹介する  28.4% 

 ５ 意欲ある活動を優先して支援する               22.8% 

 ６ 道具や書類の保管や会合の場所を確保できるよう支援する    21.3% 

 ７ 地域内外の他の団体との交流を支援する            19.2% 

 ８ 高齢者が歩いて行ける地域の中での活動を優先して支援する   15.7% 

 ９ リーダーの育成や知識習得のための研修を支援する       15.3% 

 10 その他の方法                         1.2% 

  11  特にない                          12.9% 

 
 行政に期待することとして、「活動の様子をもっと住民が知ることができるようＰＲする」「行

政と共同で行う取り組みを増やす」「活動について相談できる窓口を設置する」「活動で困って

いることを解決してくれる専門家などを紹介する」が上位を占めており、情報提供や相談等の支

援に対する要望が高い。 



 

「平成 20 年度国民生活選好度調査（内閣府）」より抜粋 

 
 
調査項目 生活全般についての満足度 
調査対象 全国 15 歳以上 75 歳未満 6,000 人対象、回答者数 4,480 人） 
 

 

◆「自分の住んでいる地域の人々との交流があることは大切だ」という意見について、どのよう

に思いますか。 

   

１ 全くそうである          29.4％ 

  ２ どちらかといえばそうである    61.0％ 

  ３ どちらかといえばそうではない    8.2％ 

  ４ 全くそうではない                1.0％ 

  ５ わからない・無回答              0.3％ 

 

地域の人々との交流が大切だと思っている人は９割 

 

 

 

◆「家族や職場以外でも積極的に新しい人々とのつきあいを広げていきたい」という意見につい

て、どのように思いますか。 

 

１ 全くそうである                  17.4％ 

  ２ どちらかといえばそうである      58.0％ 

  ３ どちらかといえばそうではない    21.7％ 

  ４ 全くそうではない                 2.6％ 

  ５ わからない・無回答               0.3％ 

 

新しい人々とのつきあいを広げたいと思っている人は４人に３人 
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◆「ボランティア活動には積極的に参加したい」という意見について、どのように思いますか。 

 

１ 全くそうである                  8.9％ 

  ２ どちらかといえばそうである     52.0％ 

  ３ どちらかといえばそうではない   33.8％ 

  ４ 全くそうではない                5.0％ 

  ５ わからない・無回答              0.3％ 

 

ボランティア活動には積極的に参加したい人は６割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


